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呼ばれる新しい人材が活躍しています。ＵＲＡは、大学各部門とも連携しながら、海外の大学・研究機関等との国際連携研究の調整や 研究助成金の獲得支援（プレ・アワード） 、獲得後の支援（ポスト・アワード） 、学内の研究者が知り合う機会づくり、外部への発信力の強化など、研究事業を支える様々な取組みを進めています。　
アジア経済研究所でも、二○一三年より「研



























群馬大学産学連携・共同研究イノベーションセンターの伊藤正美教授に「異セクター・異分野間の連携研究による価値創造を目指して――その陥穽と克服への道程――」と題してご報告いただきました。国内の を中心に、異セクターでの連携の制約条件や「多能工型」人材の育成の重要性が指摘され、 「制約条件を理解し、連携の構造をイメージして能動的に提案をしていくことが である」と指摘されました。　
後半のパネルディスカッションでは、村上壽













援体制などの説明がありました。ピー氏からは特に、 「なぜ国際連携が重要なのか？」について各国のデータをもとに、国際連携研究の実施の割合 高い国ほど、インパクトが大きい研究の実施高い、との報告がありました。また、現場 視点として東京大学生産技術研究所ＵＲＡ（特任専門員）の西村薫氏、アジア経済研究所研究マネジメント職の佐々木晶子 ネリストと て参加し、議論を深めました。　
会場からは研究開発を進めるうえで、アメリ
カでは国の研究助成体制や研究機関と 連 体制が明確だが、欧州ではＥＵと各国 二重構造になっているが、そうした への影響はあるのか、などの質問 あり 少人数ながら中身の濃い時間となったと思います。　
今回、欧州での研究環境や研究を支える立場
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